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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成21年6月4日(2009.6.4)

【公開番号】特開2007-300556(P2007-300556A)
【公開日】平成19年11月15日(2007.11.15)
【年通号数】公開・登録公報2007-044
【出願番号】特願2006-128580(P2006-128580)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   7/26     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/91     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   7/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｆ
   Ｈ０４Ｎ   7/13    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｃ
   Ｈ０４Ｎ   5/232   　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   5/91    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ   7/18    　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成21年4月20日(2009.4.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像手段で撮像された動画に含まれる第１の画像フレーム上に表示させる付加データの
表示位置を指示する指示手段と、
　前記指示手段によって指示された前記第１の画像フレーム上に表示させる付加データの
表示位置を記憶すると共に、前記第１の画像フレームの撮像範囲を特定するための撮像情
報を記憶する記憶手段と、
　前記動画に含まれる第２の画像フレーム上に表示させる付加データの表示位置を、前記
第２の画像フレームの撮像範囲を特定するための撮像情報と、前記記憶手段によって記憶
される前記第１の画像フレーム上に表示させる付加データの表示位置と、前記第１の画像
フレームの撮像範囲を特定するための撮像情報と、に基づいて決定する決定手段と
　を備えることを特徴とする動画像処理装置。
【請求項２】
　前記撮像情報には、前記撮像手段の回転角に関する情報が含まれることを特徴とする請
求項１に記載の動画像処理装置。
【請求項３】
　画像フレームを表示する表示手段を更に有し、
　前記撮像情報には、撮像時刻に関する情報が更に含まれ、
　前記決定手段は、前記付加データを表示させる画像フレームの撮影時刻に関する指定時
間が指定された場合、
　撮影時刻が前記指定された指定時間に対応する前記第２の画像フレーム上に表示させる
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付加データの表示位置を、前記第２の画像フレームを撮像する前記撮像手段の撮像情報と
、前記記憶される前記第１の画像フレーム上に表示させる付加データの表示位置と、前記
第１の画像フレームを撮像する前記撮像手段の撮像情報と、に基づいて決定し、
　前記表示手段は、前記決定された前記第２の画像フレーム上に表示させる付加データの
表示位置に基づいて、撮影時刻が前記指定された指定時間に対応する前記第２の画像フレ
ームを表示することを特徴とする請求項１に記載の動画像処理装置。
【請求項４】
　前記決定手段は、前記第２の画像フレームのズーム率に関する情報に応じて、前記第２
の画像フレーム上に表示させる付加データの表示サイズを調節することを特徴とする請求
項３に記載の動画像処理装置。
【請求項５】
　前記撮像情報は、画角の情報を含み、
　前記決定手段は、前記第２の画像フレームの画角の情報に応じて、前記第２の画像フレ
ーム上に表示させる付加データの表示サイズを調節することを特徴とする請求項１に記載
の動画像処理装置。
【請求項６】
　動画像処理装置が行う動画像処理方法であって、
　撮像手段で撮像された動画に含まれる第１の画像フレーム上に表示させる付加データの
表示位置を指示する指示工程と、
　前記指示工程によって指示された前記第１の画像フレーム上に表示させる付加データの
表示位置を記憶すると共に、前記第１の画像フレームの撮像範囲を特定するための撮像情
報を記憶する記憶工程と、
　前記動画に含まれる第２の画像フレーム上に表示させる付加データの表示位置を、前記
第２の画像フレームの撮像範囲を特定するための撮像情報と、前記記憶工程によって記憶
される前記第１の画像フレーム上に表示させる付加データの表示位置と、前記第１の画像
フレームの撮像範囲を特定するための撮像情報と、に基づいて決定する決定工程と、
　を有することを特徴とする動画像処理方法。
【請求項７】
　コンピュータに、
　撮像手段で撮像された動画に含まれる第１の画像フレーム上に表示させる付加データの
表示位置を指示する指示手順と、
　前記指示手順によって指示された前記第１の画像フレーム上に表示させる付加データの
表示位置を記憶すると共に、前記第１の画像フレームの撮像範囲を特定するための撮像情
報を記憶する記憶手順と、
　前記動画に含まれる第２の画像フレーム上に表示させる付加データの表示位置を、前記
第２の画像フレームの撮像範囲を特定するための撮像情報と、前記記憶手順によって記憶
される前記第１の画像フレーム上に表示させる付加データの表示位置と、前記第１の画像
フレームの撮像範囲を特定するための撮像情報と、に基づいて決定する決定手順とを
　実行させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】動画像処理装置、動画像処理方法及びプログラム
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０００９】
　上記目的を達成する本発明に係る動画像処理装置は、撮像手段で撮像された動画に含ま
れる第１の画像フレーム上に表示させる付加データの表示位置を指示する指示手段と、
　前記指示手段によって指示された前記第１の画像フレーム上に表示させる付加データの
表示位置を記憶すると共に、前記第１の画像フレームの撮像範囲を特定するための撮像情
報を記憶する記憶手段と、
　前記動画に含まれる第２の画像フレーム上に表示させる付加データの表示位置を、前記
第２の画像フレームの撮像範囲を特定するための撮像情報と、前記記憶手段によって記憶
される前記第１の画像フレーム上に表示させる付加データの表示位置と、前記第１の画像
フレームの撮像範囲を特定するための撮像情報と、に基づいて決定する決定手段とを備え
ることを特徴とする。
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